
運動会を終えて思うこと
校長 西島常徳

10月20日（日）は第13回早町小学校運動会と早町小学校区運動会が開催さ
れました。曇り空の中、午前中は雨が心配されましたが、結局雨は降らず、好天
のうちに滞りなく、全日程を終了することができました。
本校の運動会は校区運動会と一緒の運動会であり、来賓、保護者、地域の温か

い声援に包まれ、和やかな雰囲気の中で熱戦が繰り広げられました。その一部分
ですが、タイトルを付けて感想をお伝えしたいと思います。

～家族のかたち～
まず、私がこれまで見たことのない競技、それはPTA種目の「家族でよーい

ドン」です。家族全員が同時スタートでフィニッシュテープを目指すのですが、
それぞれのスタート位置に「家族らしさ」が表れていました。フィニッシュテー
プから近い位置には体力に自信のない方、逆に遠い位置には体力に自信のある方、
それは家族の状況に応じた暗黙の位置があり、フィニッシュ寸前で、後ろから走
ってくる家族を待つ姿には目頭が熱くなるものがありました。

～大人の姿で教える地域愛～
体協が中心となる地域種目は「地区対抗玉入れ」、「地区対抗綱引き」、「地区

対抗混成リレー」があり、各競技が始まると、各集落から熱のこもった大きな声
援があり、競技者にも一層気合いが入り、必死に取り組む様子がありました。「地 かけっこ（１年） かけっこ（２年） かけっこ（３年）
域を愛し、誇りとする熱い心」を感じました。そのスピリット（精神）は子供た
ち一人一人の五感を通じて、その心にしっかりと受け継がれたと思います。

～仲間との絆～
運動会のねらいの一つに「（子供たちに）競技や演技、係の活動等を通して、

集団で運動したり、活動したりする喜びを味わわせるとともに、集団の一員とし
ての役割を自覚することができるようにする。」とあり、「力を合わせること」、
「きまりを守ること」、「相手を思いやること」、「最後までやり抜くこと」など
の態度を養うという大きな教育的成果が期待されています。子供たちは、教師の
指導のもと、自分たちが出場する種目の練習を頑張ってきました。練習では転ん かけっこ（４年） めくってめくられスポーツリバーシ（高学年） 家族でよーいドン１

だり、失敗したりして泣く子もいましたが、本番では見事にやりきりました。八
月踊りでは花良治集落の方々の御指導をいただきながら練習に取り組んでまいり
ましたが、当日本番では他の集落の方々も参加をするなど大盛況でした。ありが
とうございました。子供たちの今後の大きな成長に、よりよくつながっていくこ
とでしょう。

秋の夜の過ごし方
朝晩、海から吹く風も涼しくなってきました。秋の夜長に、のんびりと家族読

書はいかがでしょうか。読書の時間を決めて、親子で黙って本を読むのも良し、
子供に絵本を読んで聞かせるのも良しです。また、読み終えたら親子それぞれで

バンバン六調玉入れ 地区対抗玉入れ 短距離走（５年）

本の紹介したり、感想を伝え合うのもさらに楽しいと思います。
読書を通して親子の絆がより深まるといいですね。 運動会特集は裏面へ続く⇒
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短距離走（６年） 宅配便リレー（中学年） 家族でよーいドン２

元気によういドン（来年度入学生） 親子の真剣勝負（６年） 地区対抗綱引き

赤白対抗綱引き 地区体協混成リレー

赤白対抗リレー 八月踊り・六調

運動会当日は，頑張る子供たちへの大きな御声援ありがとうございました。また，
保護者や地域の皆様の御協力に心から感謝申し上げます。


